
学内外での活動

第29回 成果発表

第30回 活動全体のまとめ、報告書作成

第25回 学内外での活動

第26回 学内外での活動

第27回 学内外での活動

第22回 学内外での活動

第23回 学内外での活動

第24回 学内外での活動

第15回 学内外での活動

第10回 学内外での活動

第11回 学内外での活動

第12回 学内外での活動

第7回 学内外での活動

第8回 学内外での活動

第9回 学内外での活動

第4回 学内外での活動

第28回
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試験 定期試験を実施しない

◎ ○ ◎ ◎ ◎

３． 解決策の検討にあたって、専門知識を活用する

４． 他者との必要な対人関係を築く ◎

①
誠
実
性
・
真
摯
性

科目の到達目標

１． 社会の中から取り組むべき課題を見つけ出す

２．

第19回 学内外での活動

第20回 学内外での活動

第21回 学内外での活動

第16回 学内外での活動

第17回 学内外での活動

第18回

教科書 活動に関するプリントを配布する。

参考書
等

なし

受講生への
メッセージ

実際に活動することで、自分自身の課題や社会の問題点
に気づき、これを追究することでさらなる成長へと進む
ことができるはずです。皆さんの積極的な参加を期待し
ます！

準備学修 課題等への対応

事前に参加する活動や主催する団体についての調査を入念に行う。あらかじめ活動に必要な
知識や技能を確認し、できるかぎり身につけておくよう努力する。毎回の活動後は30分～60
分程度、活動内容を記録する時間にあてること。

活動前後にガイダンスを行い、指導する。

授業計画

５． プロジェクトへの責任感を持つ 成績評価の方法と割合

授業方法

学外を含む30時間相当以上の活動

受講態度（20％）
事前研究・調査（20％）

成果発表・レポート（60％）

第5回 学内外での活動

第6回 学内外での活動

第1回 ガイダンス

第2回 活動事前研究・調査・準備

第3回 学内外での活動 学内外での活動

第13回 学内外での活動

第14回 学内外での活動

課題に対して最適な解決策を考える

科目の主題 学修成果との関連（大◎、中〇、小△）

学内外のプロジェクト等を通して、課題の解決策を企画検討し、同じ活動に参加する他者と
協働して取り組む。これらの経験を通して、社会に貢献する活動力を獲得する。

１．「尽心」
誠実な人柄と

人間力

２．「創造」
高度な知性と

創造力

３．「実践」
明確な意思と

実践力

科目 施行規則に定める科目区分又は事項等 卒業要件 選択

免許・資格
要件

18L750 担当者
濵口　なぎさ、森　弘行、

武藤　玲路

対象
学生

ビジネス・医療秘書コース
全学

学期
区分

通年 単位数 1 担当形態 複数

科目
区分

専門教育科目 科目名 フィールドワーク
科目
コード

②
多
様
性
・
協
働
性


